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○研究の概要
【目的】
・治療対象を成人まで広げ新規薬剤ネララビンを含んだ治療を行い日本の治療
　成績を向上させる。
【方法】
・全ての症例に対し、ＭＴＸ単剤髄注と同時に7日間のＰＳＬ先行単独投与を行い
　day8のＰＧＲ/ＰＰＲを判定した後、全例同一の寛解導入療法ｚ（ＩＡ）と早期強化
　療法（ＩＢ）を行う。早期強化療法（ＩＢ）後の骨髄（ＢＭＡ4：ＴＰ2）のＭＲＤ測定を行い、
　standard  risk（ＳＲ）群、high risk（ＨＲ）群、very risk(VHR）群の３群に層別する。

○倫理的配慮について
・ヘルシンキ宣言に基づき行う。
・治療に関して説明文書を用いて十分な説明をし、文書により同意書を取得する。

○個人情報の取り扱い
・名前や住所といった個人が特定されるような情報はデータセンターには登録さ
　れない。
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